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②数学の学習用語・記号の意味を理解す

ること

資料の活用領域
確率と統計に係る数学用語の意味や必要性を理解し、活用する
こと

関 るつま き解消 向けた系統的 取組

５５

標本調査第3学年

確率第2学年

資料の活用第1学年

小野市立小野中学校の実践
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標本調査を行い 母集団の性質を推測す
い

・標本調査の必要性 意味を理解す
・標本調査 母集団の傾向を え 説
明す

起 う すべ の場合の数 求めたい
起 場合の数を正確 数え

上 い

・確率の必要性 意味 確率の求め方を
理解す

・確率を用い

ヒストグラムや度数分布表 相対度数
を求め い

・ヒストグラムや代表値の必要性や意味
を理解す
・ヒストグラムや代表値を用い

全体の度数 異 資料を比較し 度数分布表やヒスト
グラムを用い 資料の傾向を説明 活動
→ 度数分布表 や ヒストグラム 相対度数 の必要性を理解す

う

身近 調査の例 標本を取 出し 標本の傾向を調べ
こ 母集団の傾向を推測し 説明 活動

→標本調査の必要性 意味を理解す う

つま 解消 向けた取組の視点
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資料の活用
第1学年

問題：次の度数分布表 ら60分以上90分未満の
階級の相対度数を求めなさい。

５７

資料の活用

ヒストグラムや度数分布表 ら相対度数を求めるこ ない。

目標 内容 ※太字 次ペー 詳細を掲載

・度数分布表
・ヒ トグラム
・相対度数
・資料 比べ方

・相対度数 意味 また 相対度数を求め 必要性
つい 理解す
・ヒ トグラムや度数分布表 相対度数を求め

相対度数 意味 理解 い いため
相対度数を求め い

相対度数？
12？

7？ 10？ 相対度数 く 階級値
階級 幅を答え しまう

問題：次のヒストグラム ら10分以上20分未満
の階級の相対度数を求めなさい。

度数 人階級 分

 2
以上  未満
  0～ 30

 7 30～ 60
12 60～ 90
 5 90～120
 3120～150
 1150～180
30合 計

閣資料の活用

閣確率

閣標本調査

学習内容 単元名

ヒストグラムや度数分布表 ら相対度数を求めるこ な
い。

起 う すべ 場合 数 求めたい 起 場合
数を 正確 数え上 い

標本調査を行い 母集団 性質を推測す い

つまず の実態

第1学年

第2学年

第3学年

Title:55-62_小野中.eca Page:4  Date: 2017/06/27 Tue 13:32:33 



− −５８

必要 資料を選択し、自分 判断した理由を説明す 活動
活動 らい▶・資料 表 意味 理解を深め 日常生活 活用 う

・上 事例 示し 情報 度数分布表 ヒストグラム 円グラフを提示
・ 学校 く勉強をし い いえ 答え 一通 い質問を
・自分 考えを説明 際 情報 そ いえ を必 入 う 指示

大 さの異 2つの資料を比較す 場合 うす ばよい を考え 活動
活動 らい▶・相対度数 必要性を感 こ う

単純 度数 け 比較 こ 疑問を 問題提示 仕方を
例 次 度数分布表 2つ 中学校 学習時間を調べ そ 結果を 0分以上～30分未
満 度数を A中学校 3人 B中学校 12人 いうこ B中学校 方 学習時間 短い人
多い いうこ し う

円グラフを見 90分以上
合計 B中学校 方 多い
B中学校 い

ヒストグラム B中学校 端 方
高い 勉強 人 い人 差 大
い A中学校 方 思う

期待さ 生徒の姿

期待さ 生徒の姿

・問題を解決 め 必
要 資料 情報を選択

う
・資料を用い 問題解決を
図 さ 気付く

大 さ 異 複数 資料 つ
い 比較 必要性を設定
こ 単純 比較 い
いう事 気付 相対度数を用
い 必要性を感 こ

度数 人
階級 分

B中学校A中学校

 12 3以上  未満
  0～ 30

 47 7 30～ 60
 2512 60～ 90
 15 5 90～120
 19 3120～150
 32 0150～180
15030合 計

こ 考え方 相
対度数 つ

単純 比べ
いい ？

全体 数 違う 割合を
求め い 比べ い

度数分布表を見 最頻値
A中学校 方 高い
A中学校 思う
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資料の活用
第2学年

確率

問題：3枚 硬貨を同時 投 と 少 くと 1枚 表と 確率を求 さい

起 う べての場合の数と求めたい と 起 場合の数
を 正確 数え上 い

目標 内容 ※太字 次ペー 詳細を掲載

・樹形図 表
・起 う すべ 場合 数
・場合 数を求
・確率 範囲(0≦P≦1)
・1－ A い確率

・確率 意味を理解し 樹形図や表 を利用し
正確 場合 数を数え上
・起 う すべ 場合 数 起 場
合 数を使っ 確率を求

起 う すべ 場合
数え い い

3枚 表 2枚 表1枚 裏
1枚 表2枚 裏 3枚 裏
4通 少 く 1枚 表

3通

場合 数を求 た 樹形
図や表 正確 い

閣資料 活用

閣確率

閣標本調査

学習内容 単元名

ヒ トグラムや度数分布表 相対度数を求
い

起 う すべて 場合 数と求 たい と 起 場合
数を 正確 数え上 い

標本調査を行い 母集団 性質を推測す い

つま の実態

第1学年

第2学年

第3学年
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A る確率 を求める際 、 1－ A ら い確率 を求めた方 簡単 ある場面を設定
し、解 方を話し合う活動

全体 2枚の硬貨を用い 樹形図を作成し、確率を求めた後 、個人 3枚の硬貨の場合を考える
活動

硬貨 時 全部 裏
場合を求 楽

A 確率 ＝ 1－ A
い確率 を用い 有

効性 気付くこ

2枚 場合 考え方や求 方を活用
自分 力 3枚 場合を考え こ

う

活動 らい▶・硬貨を用い こ 見 目 同 区別 考え 必要 あ こ 気付 せ
・全体 学習 こ を活用 個人 問題を解くこ 樹形図 作成 仕方や確率 求 方

い 理解を深

3枚 硬貨を同時 投 時 起 う すべ 場合を求め 樹形図を作成す 2枚 硬貨
場合 時 樹形図を利用し かい し う 問いか 2枚 場合を活用し き を伝え

3枚 硬貨 模型 を提示し 区別し 考え 必要性 気付かせ

期待さ 生徒の姿

活動 らい▶・必要 応 Ａ 確率 ＝ 1－ Ａ い確率 考え方を活用 う

・最初か 1－ A い確率 を伝え く 各自 方法 求め 中 生徒 気付かせ
う す

・班 話し合う 気付きを共有させ 他 場面 活用 つ う す

期待さ 生徒の姿

こ 中 偶数 2 け
1 位 2

場合を考え 方
速い

 1  ・  2  ・  3  書 カード あ こ 3枚を並べ 3け 整数 奇
数 確率を求 さい

2枚 樹形図を
使う 3枚 同
う け
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資料の活用
第3学年

標本調査

問題：あ 工場 大量 製造さ 品物 150個を無作為 抽出した こ そ うち3個 不良品
した こ 工場 10000個 品物を製造した そ うち不良品 個数 そ何個 推測

さ ます

標本調査を行い 母集団の性質を推測 るこ ない

目標 内容 ※太字 次ペー 詳細を掲載

・全数調査 標本調査
・標本 抽出
・母集団 標本
・標本調査 活用

・標本調査 必要性 意味を理解
・簡単 場合 つい 標本調査を行い 母集団 傾向
を え 説明 う

抽出 意味や必要性 理解 何 手を
付 い わ い

150個 3個 不良品 …
10000個 う関係 ？

閣資料 活用

閣確率

閣標本調査

学習内容 単元名

ヒ トグラムや度数分布表 相対度数を求め
い

起 う べ 場合 数 求め い 起 場合
数を 正確 数え上 い

標本調査を行い 母集団 性質を推測す こ い

つま の実態

第1学年

第2学年

第3学年
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身近にある題材を用いて、母集団の性質を標本調査を行い、推測する活動
活動 らい▶・全 調べ く 母集団 性質 推測 こ

可能 あ こ 標本調査 さ 気付く

・自分 受け アン ート結果 使うこ 興味・関心 高 こ
・ ループ 調べ 後 実際 平均値 示 自分 調べ 推測 平均値 実際 平均値 比較 こ
標本調査 有効性 実感 こ
・実際 標本調査 活用 こ そ 意味 さ 気付くこ

期待さ 生徒の姿

問題解決 方法 考え

ここ O中学校 全校生徒 平日の勉
強時間を聞いたアンケートの回答があ ま
す
この資料を用い O中学校の生徒の平日
の勉強時間の平均値を推測し さい

推測 け 全員分 調べ
く いい い ？

自分 アン ート
調べ 面白い

・自分 実際 行 アンケー ータ
準備

→数学 身近 感 こ 意欲・
関心 高 こ

・700人以上 平均時間 求 こ 困難
こ 確認 何 いい方法 い

問い け 標本調査 必要性 実
感させ

・解決方法 け く 結果
こ いえ い 見通 い
話 合わせ

自分達 標本調査 行う

・目的 応 う 相手 抽出 いい 考え 必要性 せ
・必要 応 乱数表や乱数さい等 用い 方法 示
※実際 標本調査 こ 望ま い 調査内容や調査対象 分析 仕方 い 話 合う け
標本調査 意味や さ 感 させ こ

全体的 結果 低い場合 一
部 け 低い場合 取組
変わ く

く い 数 抽出
いい う

家庭学習 時間 い 小学
生 聞い み 自分達
こ 考え み う

全校生 アン ート
調べ 大変
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